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キイチゴのハウス内に巣箱を設置した(写真1)。   




































































































料理名 ハチミツなし ハチミツあり 
プリン 卵の味が強い。 ちょうどいい甘さ。 
後味にハチミツを感じる。 
甘さが少し足りない。 







































化粧品名 効果 香り 状態 
化粧水 しっとりするが べたつく。 
最初は、ハチミツの香りが
強く感じられたが、時間が
たつと少なくなった。 
サラサラとしており、時
間がたっても変化なし。 
ヘアオイル 
艶は出るがつけす
ぎるとパリパリに
なってしまう。 
ココナッツオイルとハチ
ミツの香りが強い。時間
がたっても変化なし。 
オイルとハチミツが分離
してしまい、放っておく
と固まってしまった。 
 
 
 本研究では、ミツバチの有効な活用について学ぶことができた。訪花昆虫としても受粉用
のセイヨウミツバチ同様の効果が確認され、綺麗な果実ができた。さらに、セイヨウミツバ
チに比べ糞の害が少なかった。また、ハチミツは、食品だけでなく化粧品としても数多く利
用されていることが分かった。今後、キイチゴのハウス内での飼育が順調に進み、採蜜を行
うことができれば、キイチゴとハチミツの両方を使った加工品も製造することができる。そ
うすれば、キイチゴ栽培における６次産業化が可能になり、生物資源のより有効な活用につ
ながると考えられる。 
